
‭『無理のない範囲でがんばって』　‬

‭長く感じた幼少時代‬
‭　‬‭幼稚園は時間が長く感じました。粘土づくりをしました。‬
‭　あまり人の話を聞かなかったようです。‬
‭　友達の家にも遊びに行きました。‬

‭わちゃわちゃしていた小学校時代‬
‭　抜けてるところが多かったです。‬
‭　療育にいかざるを得なくなりました。‬
‭　（発達障害の告知は）母から。なんとなく折り合えました。‬
‭　学校はわちゃわちゃしていて楽しかったです。‬

‭ドロドロしていた中学時代‬
‭　上級生が怒鳴ってきたり嫌なことを言ってきたりしました。ある意味、人間関係が濃かったです。‬
‭　中３になって（コロナの流行で）、学校に行く頻度が減って、楽になりました。‬

‭大青春期といっていい高校時代‬
‭　けっこう良い感じで過ごせました。‬

‭ティーンズ後輩へ一言‬
‭　‬‭みなさんも、就職するようなら、あまり無理のない範囲で働くよう、気をつけてください。‬

‭18年間のモチベーショングラフ‬

‭ー ｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ‬
‭小学校：通常級⇒中学校：通常級⇒高校：サポート校⇒福祉型カレッジ‬
‭利用時期：中1～高3　参加プログラム：週1～2日の個別セッション‬
‭ティーンズで行っていたこと：学校の課題、資格勉強、ナンプレ、イラスト等‬
‭強み：忘れ物が少ないこと‬
‭過去の自分に一言：あまり大きすぎる夢はもたないで。‬
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